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金属でつくる器 
－シーンに合わせた異素材とのコラボレーションを技法別に展開－
 
1.制作背景 
鍛金は鋳金・彫金に並ぶ、金属の延展性を
活かした金工技法である。私は金属や鍛金技
法の魅力を伝えるための作品の制作を行うこ
とにした。器などの生活品であれば、金属造
形を身近なものとして感じてもらえるのでは
と、食器を主な製作物とした。陶器などと比
べると馴染みない素材での食器の提案の為、
使用シーンを具体的に設定した。修了制作で
は、３つの食の場を想定し、今まで学んだ技
法とアイデアを組み合わせての金属食器の提
案を行う。 
 
  
 
2.素材 
本制作で使用した金属は銅・真鍮・錫であ
る。銅は板材で絞りに適し、真鍮は切削に向
いた素材である。銅と亜鉛の合金であるため、
配分の多い七三黄銅は延展性がますため彫鍛
金に使用しやすい。錫は板材や錫引きに使用
した。 
 
3.技法 
3-1.彫鍛金技法 
鍛金は加熱し焼鈍した金属を当て金にあ
てて金槌で叩くことで形を成形する。彫金は
鏨(タガネ)を使用して金属の表面に浮き彫り
細工や彫りなどの加工を施す。 
 
3-2.接合 
接合には高温接合、低温接合、火を使わな
い方法があり、素材や制作の手順によって使 
い分ける。 
 
アルゴン溶接は溶着、ロウ付(銀ロウ)母材を 
溶かすことなく接合するが、どちらも高温接 
合である。ハンダは低温接合、火をかけない 
方法としてリベット接合がある。 
 
3-3.仕上げ 
保護や加飾として仕上げを行う。食品を扱
うことも配慮した仕上げ方法を用いた。硫化
仕上げは、表面に硫化銅の皮膜を作るもので
保護と加飾になる。錫引は表面の汚れや衛生
を保つために器などの内側にメッキを行う。
箔は今回新しく用いた方法で、薄く延ばした
金属(今回は金、錫) を専用の接着剤で張る。
ガラスコートは表面のツヤ出し、コーティン
グとするため食品衛生法の基準を下回るもの
を使用した。 
 
3-4.新しいとりくみ 
一枚板から絞る作品は底の形が内側に影
響してしまい、薄い印象を与えてしまう。陶
器のように厚みのある形を作る為、内側と外
側を別々に絞り溶着した。写真 1は二重構造
にしたお猪口である。 
写真 1 
編みは薄い板厚の真鍮を格子状に編むこ
とで金属に柔らかな印象を与えようと制作を
行った。縦横どちらかの方向の金属を厚いも
のにする、バーナーであぶるなど調節して編
んでいる。(写真 2) 
写真 2 
5.成果物 
朝食、ティータイム、晩酌の三つのシーンに
向けた提案を行った。三つのシーンごとに、
使う素材、技法に縛りを与え制作した。本制
作品のみでの構成ではなく、使用者が必要に
応じて既製品と組みあせて使用するものとな
る。 
 
5-1.MORNING(朝食の提案) 
プレート，コップ，小皿各 3種 
使用素材 銅・錫・革 
荒しで加飾した大きめのプレートとそのセッ
ト。和洋食で使用できる落ち着いた色に仕上
げている。(写真 3) 
 
写真 3 
5-2.AFTERNOON(お茶の時間の提案) 
ティースタンド，お菓子入れ，小皿 3種 
使用素材 真鍮 
編みや彫りで加飾し、使用金属は一種だが華
やかにみえるデザインとした。(写真 4) 
 
 
写真 4 
5-3.NIGHT(晩酌の提案) 
酒器 5種，プレート，大皿，小鉢 2種 
銅・真鍮・竹炭・錫・金箔 
丸みのある形を意識し、メインの大皿は存在
感のある高さを持たせている。酒器は内外で
質感を変え表情を変えている。(写真 5) 
 
写真 5 
6.展望 
クラフトフェアは実際の場所で開かれて
いるのに加え、ここ数年でクラフトを含むハ
ンドメイドマーケットがインターネットでも
拡大している。多くの人が作家として活動で
きる場、また多くの人が手仕事品を手にする
機会が増えている。今回の制作を生かし、そ
ういった場で活動することで、金属作品の魅
力を伝えていきたい。 
